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皮のコラrゲンタンパク質形成に

及ぼす飼料のタンパク質組成の影

響について

荻　原　和　夫　箱　山　年　子

タソバク質の種類匿よって栄養価に差があり，動物の成長や酵素活性，換言すればその

生命力や活動力に影響を及ぼすことは多くの報告があり周知のところである。

著者等ほ更に進めて，若さの維持即ち老化の防止に対して飼料中のクソバク質の種類あ

るいは組合せがどの様に影響するかについて検討してみたいと思う。

タソ／くク質の畳の違いによる寿命への影響については，すでに若干の報告があり，例え

は白ねずみを用いての実験で，成長速度は幾分遅くなるが，長寿命を示す食事としてほや
▼1）

や低タソバク質の方がのぞましく，．タソバク賀14％食が最もよかったとのことである。

然し若さの維持，老化の防止といってもその内容は複雑で，動物の老化現象1つとりあ

げても何がその実態を示す指標になるかは異論の多いところである。
2）

老化の原因について例えば小柳等は最近，代謝の際に生ずるfreeradicalのためにおこ

るという考えのもとに研究を進めており，更に細胞内ミトコソドリヤの変化やDNAの低

分子化によりェネルギーの産出や細胞の再生が不可能になるためであるとする報告もある。

また古くからの説としてほA．WeismannやVonHansemannの性腺萎縮説，E．Met－

chnikoffの代謝産物による中毒説，A．ABogomoletsの動脈や結締組織の硬化説，M，Ru－

bnerの細胞質の水を結合する能力の低下説，H．EulerやKotsovskyの物質代謝（細胞活
3）

性）の低下と阻止物質の産生説，ホルモン韓官の変化説等数多くあり，いずれも1つだけ

で老化現象の実態を完全に説明づけるまでにはなっていない。

著者等はその中で結締組織並びに皮膚と老化の関係につき検討を加えてゆきたいと思う。

皮膚の老化現象としては表面的には飯などが増すことによって認められるが，生化学的に

はその構成タソバク質であるコラーゲソの変化がその主体となるものと思われる。
4）5）

コラーゲソは人体給タソバク質量の3分の1を占めるといわれ，ケラチソとともに動物

体の支持組織（皮膚，骨格，結締組織，腱など）を構成している。コラーゲソはまたオキ

シプロリソを約14％含むのが特徴であ．りオキシプロリソはコラーゲソ以外には殆んどみら
6）

れない存在である。したがってコラーゲソタソバク質の形成にはオキシプロリソの生成を

必要とするわけで，・アスコルビソ酸はその遼元性をもってプロリソよりオキシプロリソを

生成することが主な生理作用の1つになっている。結締組織匿はコラーゲソのはかエラス
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チソ，レチクリンがあるが，後二者はいずれもコラーゲソの変性によって生じたもので，

本質的にはコラーゲソと同じとみてよい。またコラーゲソは1％以内のムコ多糖供をとも

ない，これがコラーゲソのもつ水親和性などの性質を支配することが多いという。

表皮細胞に角質（ケラチソ）が生成沈着することを角質化というが，これは水親和性の

コラーゲソ組織が疎水性のケラチソにかわることを意味する。表皮では絶えず角質化がお

こるが，その割合が増えること即ちコラーゲソタソバク質の再生力の減退が老化の進展に

並行していると考えられている。

そこでまず今回は栄養条件の違い，特に米食とそれを補足するタソバク質の種類の遣い

による皮膚タソ／くク質の形成に対する影響について検討してみた。そして2－3の知見を

得たので報告する。

実験方法

1実験動物および飼育方法

近親交配によって得た体重80g前後めWister系白ねずみを用い1群3匹ずつに分け，

200C±50Cの環境下で一匹飼いし，はじめ市販の固型飼料で飼育して慣したのち試験食を

与えた。

2　試験飼料

各飼料ともそれぞれ自米粉またはデキストリソを主体とし，タソ／くク質補足源としては

動物タソバク質としてカゼイソ（米山薬品製；カゼイソ）および皮膚，結締組織構成タソ

バク質ゴラーゲソから誘導作成されたゼラチソ（宮城化学工業（株）製；ゼライス），並び

に植物タソバク質としてグルテソ（和光純薬製）を用い，それに各飼料を通じて脂肪（大

豆油）5，無棟塩混合物（マツカラム塩No．185）4，どきミソ混合物（武田薬品工業製；

第1表

飼　　料　　内　　容

飼　　　料　　　組　　　成

白　米1㌍スト巨ラチソlヵゼイソ巨ルテソ

白　米　食

白米＋ゼラチン4％食

白米＋カゼイン4％食

白米＋グルテソ4％食

白米＋ゼラチソ8％食

白米＋カゼイソ8％食

白米＋グルテソ8％食

デキストリソ食

デキストリソ＋ゼラチソ10％食

デキストリソ＋カゼイソ10％食

デキス下りソ＋グルテソ10％食

注）白米粉のタソ／モク質含量は6．2％
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パソピタソ末）1を加えて第1表に示した様な組成の飼料を作成した。

与えた量は壊初1日1匹当り10gとし飼育期間の後半は15gに増量した。

水は水道水を自由に摂取させた。

3　鄭定事項および測定方法

試験飼料で3週間飼育後体重増加率並びにタソバク質効率を求めた。

さらに屠殺して屠体重，並びに皮重量を測定した。また参考のため肝臓重畳と腎臓重畳

を併せ測定した。

なお皮重量については，屠殺直後に剥いだ生皮を2′一3時間流水にて洗って汚物をとり

去ってから裏打ちし，附着脂肪分などを除いたものを測定した。更にコラーゲソタソバク

質分の重畳を知るため，裏打ち後の皮を飽和消石灰液で80日間石灰溝を行うことにより毛

は完全に脱毛させ，不純タソバク質，脂肪分などを除き殆んピコラーゲソタソ／くク質のみ

に精製し，更に脱灰水洗を行った後の重畳をも測定した。

この処理によって得た値は厳密には幾分の誤差もあると思うが反中のコラーゲソタソバ

ク質の量の目安とすることができるものと考える。

実験結果おびよ考察

それぞれの飼料によって飼育した白ねずみの体重増加率，タソバク質効率，屠体重並び

に屠殺直後の皮重量の平均値，肝臓重量，腎臓重畳およびそれらの屠体重に対する比率を

第2表に示した。

また各飼料別に屠体重，タソバク質効率，肝臓，腎臓，皮重量の相関を見易くするため

3匹の合計値によってグラフにまとめたものが第1園である。

第2表によると体重増加率については従来より知られているごとく，白米にカゼイソを

第　2　表

飼料No・屠体重輩重増加晶蒜瑠遥聖霊覧
屠体重に　　　　屠体重に

肝重畳対する肝腎地雷詣腎
の比率

（g）※

1　103．6士　9．6　23．9

2　130．8士10．3　　52．8

3　143．7±　8．9　80．5

4　114．6士　4．2　46．9

5　130．6士　7．1　59．5

6　153．7土　8．3　81．9

7　112．1士13，0　39．0

8　　55．5土　7．4　－26．3

9　　63．1士11．8　－21．4

10　112．5土　8．2　40．5

11　92．5士　7．5　13．9

※　　（％）　　　　（g）※　（％）

1．29　18．3土3．3

1．67　23．9土1．7

2．5127．3土1．6

1．46　20．3士4．7

1．54　23．2士1．9

2．13　27．7士0．1

1．04　19．3土3．1

－　8．4土0．5

－　9．6土2．9

1．11　21．3土3．3

0．52　15．4士1．8

17．7　5．06土1．515．371．03士0．151．00

18．3　5．84土1．48　4．49　1．02土0．16　0．92

19．0　7．80土0．78　5．43　1．32土0．06　0．93

17．7　6．60土1．22　5．80　1．20土0．13　1．05

17．8　6．19土1．23　4．741．39土0．08　1．06

18．0　8．72土0．79　5．46　1．38土0．09　0．88

17．2　4．51土1．94　5．521．20士0．16　1．07

15．1　2．70土0．19　4．86　0．75土0．09　1．35

15．4　4．32士0．96　6，86　0．89土0．141．41

18．9　5．78土1．15　5．121．15士0．111．12

16．5　4．83土1．55　5．23　0．89土0．15　0．96

※　標準偏差
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飼那a12　3　4　5　6　7　8　91011

補足した飼料にて飼育した群が最よく，そのう′ちでもカゼイソ添加量の多い方が成長のよ

いことがみられる。次いでゼラチソ補足，グルテン補足の順である。ゼラチソも量を増す

と体重増加率が幾分よくなるが，グルテソの添加は量を増しても体重増加には顕著な効果

を示さない結果となっている。

タソバク質効率についても飼料中のタソバク質含量が同じ同志で比較すればカゼイソ添

加飼料群，ゼラチソ添加飼料群，グルテソ添加飼料群のJl酎こなっており，体重増加率の結

果と同様な傾向を示している。

また測定値のフレがやや大きいので断定的なことはいえないが肝臓重量も大体体重に比

例して大きくなる様であるが，腎臓の大きさは体重が減少してしまった極端な場合を除い

て体の発育に必ずしも左右されず大体一定の億を示している。

皮の重畳は肝臓同様に体重に比例して全体の重量がふえる傾向を示している。即ち体重

に対する割合が無タソバク質食や不完全タソバク質（ゼラチンのみタンパク質源）食にあ

っては低下しているが，外はどの個体をとっても大体同程度の率となっている。但しタソ

バク質の摂取量を増してもその割には皮重量は増加していない。

これらのことは第1園を見ると一層明らかである。

長野県短期大学紀要



第　3　表

飼料N。・体重〔a〕鮒後皮重畳〔b〕÷〔C〕歪灰豊等〔d〕÷　　亮

1　　　　　312　　　　　　54．

2　　　　　393　　　　　　71．7　　　　　18．2

3　　　　　432　　　　　　82．0　　　　　19．0

4　　　　　344　　　　　　60．9　　　　　17．7

5　　　　　　392　　　　　　69．7　　　　　17．8

6　　　　　　461　　　　　　83．1　　　　　18．0

7　　　　　　336　　　　　　57．9　　　　　　17．3

8　　　　　167　　　　　　25．2　　　　　　15．1

9　　　　　189　　　　　　28．8　　　　　　15．4

10　　　　　337　　　　　　64．0　　　　　　18．9

11　　　　　279　　　　　　46．2　　　　　　16．5

（g）

40．1　　　　73．1　　　　12．9

55．5　　　　　77．4　　　　14．2

62．5　　　　　76．2　　　　14．5

44．0　　　　　72．3　　　　12．8

56．6　　　　　81．4　　　　14．9

67．0　　　　　80．5　　　　14．5

45．0　　　　　77．8　　　　13．4

16．7　　　　　66．3　　　　10．0

20．0　　　　　69．6　　　　10．6

46．0　　　　　71．9　　　　13．6

33．8　　　　　73．2　　　　12．1

次に第3表は消石灰処理，中和脱灰水洗を行った後の皮の重量，即ち反中のコラーゲソ

タソバク質の量並びに屠体重に対するその割合を各群3匹の合計値で示したものである。

それによると皮を構成するコラーゲソ量は無タソ／くク質飼料の場合，体重に対する比率

が少ない上に全皮重量に対する比率も大分低い値を示しているが，これは動物中のコラー

ゲソ量が非常に少ないこと即ちコラーゲソの新生が殆んどなされていないことを意味して

いると思われる。その次にコラーゲソ含量の低いのはゼラチソのみがタソバク質源となっ

た場合であり，殆んど無タソバク質食と同様な結果とな・っている。更にグルテソのみや白

米にグルテソを補足した場合がそれに靡いて低い値となっている。そしてこの実験におい

ては白米にカゼイソやゼラチソを補足した場合並びに単独ではカゼイソをタソバク質源に

したときにコラーゲソ形成効果がよいことを示している。但しこの場合も摂取量の増加は

その割には効果をもたらしていない傾向がみえる。これらのことはコラーゲンの形成には

やはり必須アミノ酸のバラソスのとれた良質のタソバク質の適切な摂取が必要であり，た

とえコラーゲンタンパク質と同じアミノ酸組成をもったタソバク質をたべてもコラーゲソ

の形成はなされないことがわかる。即ち皮コラーゲソの形成，換言すれば水親和性のある

若々しい皮膚を俸ち皮膚の老化を防止するた馴こは良質のタソバク質の摂取が必要であり，

また良策の1つといえるのではなかろうか。

然し第2表，第3表の結果とも同じタン／くク質の組み合わせでみた場合タソバク質の摂

取量を増してもその割合には皮重畳，コラーゲソ量共増加しておらず皮の形成だけを考え

た場合タンパク質の摂取量をむやみに増す必要はなさそうである。

ゼラチソはトリブトファソ等を全く欠いた不完全タソバク質であり，またアミノ酸組成

も片寄っていて単独ではタソ′くク質源として良好なものとはいい難いが，白米に対して補
7）　　　8）　　　9）

足効果がかなりあることはすでにPecora，有山　小柳等の報告があり，ゼラチソが白米

に対して補足効果がよいのは白米に不足がちなリジソを多く含むこと，および白米のスレ
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オニソの利用率の悪いのを助ける働らきをもつことのはか，他のアミノ酸についても遊離

速度が白米のタソバク質のそれとのバラソスにおいてよく合うことなどの理由によると考

えられている。

今回の実験の結果からみると，白米に対するゼラチソの補足は特に反中のコラーゲソタ

ソバク質の形成に対して，カゼイソを補足した場合と殆んど同程度の効果があり，ゼラチ

ソの利用上の特質を示唆している。然しその理由については今後の検討に待ちたい。

摘　　草

飼料のタソバク質組成が皮の形成，特に反中のコラーゲソタソバク質の形成に及ぼす影

響を検討したところ，皮は正常な発育の場合肝臓などと共に体重の増加に大体並行して増

加構成されてゆくものであること，したがって皮の形成並びに再生にも必須アミノ酸のバ

ラソスのとれた良質なタソバク質を摂取することが必要なことが確認された。

またコラーゲソと殆んど同じアミノ酸組成をもつゼラチソでも単独では皮のコラーゲソ

タソバク質の形成をすることができないが，白米と組合せることによって白米にカゼイソ

を添加した場合と同程度の良好な効果を示すことが知れた。

終りに臨み，動物の飼育に協力いただいた本学食物専攻第18回生の諸嬢に感謝いたしま

す。
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